
《
特
集
》

近
代
東

ア
ジ

ア
文
化

と
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト
宣
教
師

そ
の
研
究
と
展
望

序

序

十
九
世
紀
初
頭
か
ら
欧
米

の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
は
、
本
格
的

に
そ
の
伝
道
と
活
動

の
場
を
全
世
界

に
む
け
て
展
開
し
始

め
た
。
そ
の
動
態

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
内
外

の
多
く
の
研
究
者
が
注
目
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
キ

リ
ス
ト
教
と
帝
国
主
義
的
植
民
地
の
拡
大

や
統
治
と
の
関
連
を
批
判
す
る
も
の
が
あ
る

一
方
、
教
会
史
や
宣
教
史
の
華
や
か
な

一

幕
と
し
て
賛
美
す
る
立
場
も
他
方

で
は
あ

る
。
た
し
か
に

「
宣
教
」
活
動
を
、
聖
な
る
使
命
を
世
俗
的
実
践
に
移
行
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
眺
め
れ
ば
、
こ
れ
ら
両
極

の
見
解
も
当
然
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

二
世
紀
余
り
つ
づ
い
て
き
た
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
界
伝
道
を
、
個

々
の
伝
道
地
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
と
照
ら
し
あ
わ
せ
て
考
察
し
て
い

く
と
、
こ
の
両
極
の
立
場

の
い
ず
れ
か
の
視
点

の
み
で
結
論
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
現
存
す
る
資
料
や
記
録
を

事
細
か
く
読
み
、
当
時

の
活
動
の
実
態
を
再
構
築
し
て
い
く
う
ち
に
自
ら
各
伝
道
地
で
活
躍
し
た
宣
教
師
の
生
身

の
肖
像
が
浮
き

彫
り
に
な

っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
る
媒
介
者
で
あ

っ
た
宣
教
師
た
ち
は
、
同
時

に
西
洋
文

化
と
近
代
化
を
指
向
す
る
諸
要
素
の
伝
播

に
携

っ
た
の
も
歴
史
的
事
実
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を

一
概
に
肯
定
す
る
こ
と
も
否
定
す
る

こ
と
も
で
き
な

い
。

幸

い
に
も
、
近
年

で
は
、
こ
の
問
題
に
正

面
か
ら
取
り
組
む
研
究
者
が
増
え
て
い
る
。
と
く
に
、
東

ア
ジ
ア
の
近
代
史

に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
文
化

の
受
容
を
テ
ー

マ
に
し
た
研
究
が
学
界

で

「
市
民
権
」
を
得
た
こ
と
で
、
宣
教
師
研
究

は
、
歴
史
学
、
思
想
史
、
文
化
交
流
史
、
宗
教
学
お
よ
び
社
会
学
な
ど
の
諸
分
野
で
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
関
心
の
高
ま
り
の
な
か
で
、
本
特
集
が
世
に
出
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

こ
の
論
文
集

は
、

二
〇
〇
三
年
に
お
け

る
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
で
の
二
回
に
わ
た
る
研
究
会
の
成
果

で
あ
る

(付
録

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
願

い
た
い
)
。
執
筆
者

の
多
く
は
、
研
究
会
当
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
も
と
に
、
日
本
を
は
じ
め
東

ア

15



ジ
ア
に
お
け
る
宣
教
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
伝
道
活
動

の
実
態
、
各
地

の
文
化
や
社
会

へ
の
貢
献
、
外
交

の
場

で
の
役
割
な
ど
、

多
彩
な
分
野
か
ら

の
発
表
と
、
こ
れ
に
基
づ

く
活
発
で
刺
激
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
た
だ

い
た
研
究
者
で
あ

る
。
ま
た
、
総
括

討
論

の
な
か
で
推
薦
さ
れ
た
研
究
者
に
も
ご
協
力
を
得
て
、
論
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
特
集

の
内
容
を
さ
ら
に
豊

か
に
仕
上
げ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
全
体
を
眺

め
な
が
ら
思

っ
て
い
る
。
本
号
は
、
そ
の
副
題

の
と
お
り
、
現
時
点
で
の
研
究
の
成

果
な
ら
び
に
、
今
後

の
展
望
と
可
能
性
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
た
な
課
題

の
発
掘
に

つ
な
が
る
契
機

の

一
つ
に
な
れ
ば
、

編
集

に
携
わ

っ
た
者
と
し
て
何
よ
り
も
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る
。
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執
筆
者

の
方

々
、
研
究
会
に
参
加
さ
れ
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
最
後

に
、

研
究
会

の
企
画
当
初
か
ら
協
力
を
惜
し
み
な
く
提
供
さ
れ
た
劉
建
輝
助
教
授
、
な
ら
び
に
研
究
会

の
運
営
に
ア
ド
ヴ

ァ
イ
ス
や

ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
日
文
研

の
教
職
員

の
方

々
に
あ
わ
せ
て
感
謝
を
し
た
い
。

一編
者

テ

モ

テ

・
カ

ー

ン



〈
付
〉

研
究
会

プ

ロ
グ

ラ

ム

主
宰

テ
モ
テ

・
カ
ー
ン

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
授
)

劉

建
輝

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
助
教
授
)

第

一
回

テ

ー

マ

「
近

代

東

ア
ジ

ア

に

お

け

る

キ

リ

ス

ト
教

宣

教

師

・
宣

教

団

の
活

動

1

そ

の
教

会

史

、

交

流

史

、

社

会

史

に
関

す

る

研

究

状

況

と

展

望

1

」

○
げ
ユ
ω
¢
鋤
ロ

】<
[一ω
ω
一〇
]口
餌
『
一Φ
ω
①
]P
α

]≦
一ω
ω
δ
冨
ω
ぎ

髯

o
α
Φ
『
昌

国
鋤
ω
け
》
ω
冨
"

国
×
覧

o
ユ
ロ
ひq
国
⊆
ε
『
①
勺
o
ω
忽
げ
一一一賦
Φ
ω
h
霞

菊
①
ω
Φ
彎

o
げ

近
代
東

ア
ジ

ア
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教

は
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
い
え
る
。
現
在
、
そ

の
布
教
と
伝
道

の
担
い
手

で
あ
る
宣
教
師
と
教
団

の
活
動

の
歴
史
や
社
会
が
多
分
野
の
研
究
者
に
よ

っ
て
あ
ら
わ
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
は
こ
れ
ら

の
成
果
を
ふ
ま
、兄
、
再
検
討
を
行
な
う
と
と
も
に
東

ア
ジ
ア
諸
地
域
を
総
合
的

に
研
究

す
る
可
能
性
を
探

っ
て
み
た
い
。

日

時

二
〇
〇
三
年
三
月

一
五
日

(土
)

=
二
・
○
○
～

一
八

・
○
〇

三
月

一
六
日

(
日
)

一
〇

・
○
○
～

=
二
・
○
○

会

場

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー

第
3
共
同
研
究
室

序
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報

告

三

月

一
五

日

(
土

)

=

二

・
○

○

～

一
四

.
○

〇

一
四

・
○

○

～

一
五

・
○

〇

一
五

・
○

○

～

一
六

・
○

〇

一
六

・
○

○

～

一
七

・
○

〇

一
七

・
○

○

～

一
八

・
○

○

報

告

三

月

一
六

日

(
日

)

一
〇

・
○

○

～

一

一

・
○

〇

一

一

・
○

○

～

一
二

・
○

〇

一
二

・
○

○

～

=

二

・
○

○

「
ア
メ
リ
カ
ソ

・
ボ
ー
ド
宣
教
師

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
日
本

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
事
例
」

吉
田

亮

(
同
志
社
大
学
)

「
不
平
等
条
約
と
宣
教
師

の
法
的
地
位
-
中
国
を
中
心
に
」

渡
辺

祐
子

(中
央
大
学
)

「
『韓

国
併
合
』
と
在
日
長
老
派
宣
教
師
」

小
檜
山

ル
イ

(東
京
女
子
大
学
)

「
日
本
語
讃
美
歌

の
誕
生
と
宣
教
師

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

手
代
木

俊

一

(国
際
基
督
教
大
学
)

「洋
風

生
活
を
教
え
た
人

々
」

川
崎

衿
子

(文
教
大
学
)

「
宣
教
師
が
見
た
も

の
、
伝
え
た
も

の
1
日
本
社
会
観
察

の
展
望
」

テ
モ
テ

・
カ
ー
ソ

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
)

「近
代
中
国
に
お
け
る
宣
教
師

の
文
化
活
動
」

劉

建
輝

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
)

「在
朝
鮮
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
日
本

・
中
国
1
そ
の
研
究
視
角
と
課
題
」

李

省

展

(恵
泉
女
学
園
大
学
)
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第

二

回

テ

ー

マ

「
近

代

東

ア
ジ

ア
文

化

と

プ

ロ
テ

ス

タ

ン

ト
宣

教

師

」

↓
げ
①
H三

冨
①
旨
O
Φ

O
胤
勺
「
0
8

ω
け四
耳

]≦
δ
ω
δ
昌
9
鼠
①
ω
O
昌

]≦
O
亀
興

口

国
器

け
》
ω
ご
口

0
巳
ε
お

近
代

ア
ジ
ア
文
化
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
は
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
い
え
る
。

一
方
で
は
、
日
本

国
内
で
の
活
動
を
通
じ
て
直
接
、
間
接
的

に
旧
満
州
と
朝
鮮
半
島

へ
と
多
く
の
宣
教
師
、
日
本
人
宣
教
師
も
含
め
、
送
り

出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
も
う

一
つ
に
そ
れ
ら
の
地
域
で
行
わ
れ
た
教
育
、
言
語
政
策
等
、
文
化
交
流
と
文
化
受
容

に
関
わ
る
仕
事
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。
本
研
究
会

で
は
、
こ
の
二

つ
の
視
点
か
ら
発
表
を
い
た
だ
き
、
議
論

を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

日

時

二
〇
〇
三
年
七
月

一
八
日

(金
)

=
二
・
三
〇
～

一
七

・
三
〇

七
月

一
九
日

(土
)

一
〇

・
○
○
～

=
二
・
○
○

会

場

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー

第
3
共
同
研
究
室

(
一
八
日
)
・
第
3
共
同
研
究
室

(
一
九
日
)

報

告

七

月

一
八

日

(
金

)

=

二

.
三

〇

ー

一
五

.
三

〇

「
十
字

架

を
背

負

う

者

た

ち

"
西

洋

宣

教

運

動

と

明

治

期

に

お

け

る

日

本

プ

ロ
テ

ス

タ

ン
ト

の
発

展

を

比
較

し

て
」

ア

ン
ド

リ

ュ
ー

.
H

.
ア

イ

オ

ン

(
幻
o
嘱
巴

ζ

島
富

亳

O
o
一一Φ
ひQ
①
o
貼
O
鋤
蠧

α
鋤

カ

ナ
ダ

王

立

軍

事

大

学

)

一
五

.
三

〇

～

一
七

.
三
〇

「
冨

目

Φ
ω
ω
o
鋤
詳
ゴ

O
巴
①
牧

師

の
英

韓

辞

典

の
編

纂

作

業

に

つ

い

て
」

李

漢

燮

(
高

麗

大

学

校

)

序
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討

論

七
月

一
九
日

(
土
)

一
〇

・
O
O
ー

一
一
・
三
〇

ア
イ

オ
ソ
教
授
、
李
教
授

の
報
告

に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
と
討
論

=

・
三
〇
～

=
二
・
○
○

「
東

ア
ジ
ア
文
化

・
社
会

に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
宣
教
師

の
役
割
と
影
響
」
を

焦
点
に
し
た
共
同
研
究
発
足
に
向
け
て
の
検
討
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